
監査公表第９号（令和２年４月10日、県公報第93号登載）

農林水産部出先機関定期監査結果に基づく措置通知（令和元年度）

地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第９項の規定により報告した農林水産部

出先機関定期監査結果（令和元年11月11日１監総第216号）に基づき、知事から措置を

講じた旨の通知があったので、同条第14項の規定により、次のとおり公表する。

令和２年４月10日

福岡県監査委員 藤 山 泰 三

同 行 正 晴 實

同 世 利 洋 介

同 長 裕 海



 

 

 

１農政第１６７１号 

令和２年３月１２日 

 

 

福岡県監査委員 藤 山 泰 三 様 

 同       行 正 晴 實  様 

 同       岩 﨑   勇 様 

 同       長   裕 海 様 

 

 

福岡県知事 小川 洋   

 

 

監査の結果に係る措置について（通知） 

 

 

 令和元年１１月１１日１監総第２１６号の監査結果の報告に基づき、別紙のとおり講じ

た措置について通知します。 

 

指摘事項 

対象機関名 監査の結果 講じた措置の内容 

水産海洋技術センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

500万円以上の海藻生産

施設建築工事契約におい

て、契約保証金(これに代

わる担保を含む)を納付さ

せなければならないとこ

ろ、工事履行証明書をもっ

て契約保証金を免除して

いた。 

 

本契約は未だ工事中であった

ため、直ちに契約保証金を納付さ

せた。 

所属で作成している契約保証

金に係るチェックリストに、「（工

事履行証明書をもって行う契約

保証金の免除は、）建設工事に係

るものにあっては、契約金額 500

万円未満のものに限る。」ことを

明記し、全職員に周知徹底した。 

今後は、契約保証金に関する事

項について、起工伺、入札及び契

約の際に、担当者、副担当者、出

納員及び決裁権者による確認を

徹底することで、再発を防止する

こととした。 

 

 

 



注意事項 

対象機関の 

属する部局名 
監査の結果 講じた措置の内容 

農林水産部 

 

コンピューターソフトウェ

アの使用に当たって、ライセン

スキー等の入力が必要なもの

については、14節(使用料及び

賃借料)で支出すべきであった

ところ、18節(備品購入費)で支

出していた。 

 会計課作成の会計事務に係る

問答集の該当箇所を全職員に配

布し、支出科目の誤りが生じな

いよう周知徹底した。 

 今後は、支出科目を制度所管

課に確認し適正に予算計上する

こととした。さらに、購入時及び

支払時にも会計担当、出納員及

び決裁権者による確認を徹底す

ることとした。 

農林水産部 
コンピューターソフトウェ

アの使用に当たって、ライセン

スキー等の入力が必要なもの

については、14節(使用料及び

賃借料)で支出すべきであった

ところ、11 節 03(その他需用

費)で支出していた。 

 

会計課作成の会計事務に係る

問答集の該当箇所を全職員に配

布し、支出科目の誤りが生じな

いよう周知徹底した。 

 今後は、支出科目を制度所管

課に確認し適正に予算計上する

こととした。さらに、購入時及び

支払時にも会計担当、出納員及

び決裁権者による確認を徹底す

ることとした。 

 

 


